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広
島
県
医
師
連
盟
　
第
26
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

比
例
代
表
は
自
見
は
な
こ
氏
を

広
島
選
挙
区
は
宮
沢
洋
一
氏
を
推
薦
！！

第
26
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

自
見
は
な
こ
立
候
補
予
定
者
総
決
起
大
会
　
開
催
！

～
自
見
は
な
こ
先
生
6
年
間
の
活
動
と
決
意
表
明
～

と　

き
：
令
和
4
年
3
月
5
日
㈯　

19
時　
　
　
　

と
こ
ろ
：
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
）

　

令
和
4
年
7
月
に
執
り
行
わ

れ
る
「
第
26
回
参
議
院
議
員
通

常
選
挙
」
に
向
け
、
日
本
医
師

連
盟
の
組
織
内
候
補
予
定
者
で

あ
り
、
本
連
盟
が
推
薦
す
る
自

見
は
な
こ
氏
の
活
動
の
ひ
と
つ

と
し
て
、
Ｗ
ｅ
ｂ
形
式
で
総
決

起
大
会
を
開
催
し
た
。

　

冒
頭
、
松
村
誠
広
島
県
医
師

連
盟
委
員
長
は
、「
目
下
、
わ

が
国
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
蔓
延
状
態
が
続
い

て
お
り
、
広
島
県
も
あ
す
3
月

6
日
ま
で
ま
ん
延
防
止
等
重
点

措
置
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
今
回
は
Ｗ
ｅ
ｂ
で
の

総
決
起
大
会
開
催
と
な
っ
た
。

な
ん
と
か
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
進

め
、
収
束
に
向
か
う
べ
く
、
わ

れ
わ
れ
医
療
界
を
挙
げ
て
オ
ー

ル
広
島
で
戦
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　

外
に
目
を
向
け
る
と
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
で
は
ロ
シ
ア
に
よ
る
侵

略
戦
争
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ロ

シ
ア
の
プ
ー
チ
ン
大
統
領
は

『
核
兵
器
の
使
用
も
辞
さ
な
い
』

と
い
う
恫
喝
を
し
て
い
る
。
唯

一
の
被
爆
国
で
あ
る
わ
が
国
、

そ
し
て
被
爆
地
で
あ
る
ヒ
ロ
シ

マ
の
わ
れ
わ
れ
と
し
て
は
、『
核

兵
器
の
使
用
は
絶
対
に
許
さ
な

い
』
と
い
う
決
意
で
あ
る
。

　

本
年
7
月
に
は
第
26
回
参
議

院
議
員
通
常
選
挙
が
行
わ
れ

る
。
ま
さ
に
今
こ
そ
、
外
交
、

そ
し
て
医
療
に
つ
い
て
日
本
の

政
治
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
て
い

決
意
表
明

第
26
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

比
例
代
表
立
候
補
予
定
者　
　

自
見　

は
な
こ

　

本
日
は
第
26
回
参
議
院
通
常

選
挙
に
向
け
、
私
の
総
決
起
大

会
を
開
催
し
て
い
た
だ
き
深
く

感
謝
申
し
上
げ
る
。

　

広
島
県
医
師
連
盟
の
先
生
方
、

郡
市
区
医
師
連
盟
の
先
生
方
に
お

か
れ
て
は
、
も
う
3
年
に
突
入
し

よ
う
と
し
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
応
に
大
変
な
ご

尽
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
そ
れ

ぞ
れ
の
行
政
と
医
師
会
の
先
生
方

が
二
人
三
脚
と
な
り
、
地
域
住
民

の
た
め
に
、
当
初
は
発
熱
外
来
や

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
セ
ン
タ
ー
、
そ
し
て

現
在
は
3
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
な
ど
、
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
の

業
務
を
日
常
医
療
以
外
に
も
こ

な
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
地
域

住
民
の
安
心
・
安
全
を
守
っ
て
い

た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
心
か
ら

感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
。
全
国
に

８
５
０
の
医
師
会
が
あ
り
、
こ
の

よ
う
な
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
が

網
の
目
の
よ
う
に
あ
る
か
ら
こ

そ
、
国
民
医
療
が
守
れ
て
い
る
の

だ
と
強
く
感
じ
る
日
々
で
あ
る
。

　

現
在
、
私
は
岸
田
政
権
の
も

と
で
女
性
局
長
を
拝
命
し
て
お

り
、自
民
党
の
役
員
と
し
て
様
々

な
得
が
た
い
経
験
を
積
み
重
ね

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
6
年
間
、
大
変

多
く
の
先
生
か
ら
ご
支
援
を
い

た
だ
き
、
様
々
な
科
の
先
生
に

政
策
に
取
り
組
む
た
め
の
ご
指

導
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
色
々

な
事
柄
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

妊
娠
期
か
ら
の
切
れ
目
の
な

い
支
援
を
我
が
国
で
実
現
す
る

「
成
育
基
本
法
」
の
制
定
、
子
ど

も
の
死
因
究
明
に
国
と
し
て
本

る
。
わ
れ
わ
れ
の
組
織
内
候
補

予
定
者
で
あ
る
自
見
は
な
こ
先

生
に
、
ぜ
ひ
と
も
頑
張
っ
て
い

た
だ
く
た
め
、
本
日
は
お
集
ま

り
い
た
だ
い
た
。

　

こ
の
6
年
間
、自
見
先
生
は
、

平
時
に
お
い
て
も
有
時
に
お
い

て
も
、『
医
療
サ
イ
ド
か
ら
の

安
全
保
障
』
の
要
と
な
る
ご
活

躍
を
さ
れ
て
き
た
。
ぜ
ひ
、
次

期
も
自
見
は
な
こ
先
生
に
は
国

政
の
場
で
頑
張
っ
て
い
た
だ
き

た
い
。
広
島
県
医
師
連
盟
総
力

を
挙
げ
て
、
自
見
は
な
こ
先
生

を
応
援
す
る
決
意
を
申
し
上

げ
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

く
」
と
挨
拶
し
た
。

　

さ
ら
に
、
国
政
・
県
政
・
医

療
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
の
激

励
挨
拶
の
後
、
自
見
は
な
こ
氏

か
ら
決
意
表
明
が
あ
り
、
最
後

に
、
県
医
連
全
体
を
挙
げ
て
自

見
は
な
こ
氏
を
強
力
に
支
援
す

る
こ
と
を
掲
げ
て
ガ
ン
バ
ロ
ー

コ
ー
ル
を
行
い
必
勝
を
期
し

た
。

第
26
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

自
見
は
な
こ
立
候
補
予
定
者

総
決
起
大
会
次
第

1
．
開
会
の
辞

　
　

広
島
県
医
師
連
盟

　
　

副
委
員
長

�

吉
川　

正
哉

1
．
主
催
者
挨
拶

　
　

広
島
県
医
師
連
盟

　
　

委
員
長�

松
村　
　

誠

1
．
激
励
の
ご
挨
拶

　
　

参
議
院
議
員宮

沢　

洋
一

　
　

参
議
院
議
員

羽
生
田
た
か
し

　
　

衆
議
院
議
員新

谷　

正
義

　
　

広
島
県
議
会
議
員

　
　
（
広
島
県
医
師
連
盟
顧
問
）

冨
永　

健
三

　
　

日
本
医
師
連
盟

　
　

参
与�

渡
辺　

弘
司

　
　

広
島
県
病
院
協
会

　
　

会
長�

檜
谷　

義
美

　
　
広
島
県
精
神
科
病
院
協
会

　
　

会
長　

兼

　
　
広
島
県
慢
性
期
医
療
協
会

　
　

会
長�

石
井　

知
行

1
．
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
登
録
の
お
願
い

　
　

広
島
県
医
師
連
盟

　
　

常
任
執
行
委
員

茗
荷　

浩
志

1
．
決
意
表
明

　
　

参
議
院
議
員
通
常
選
挙

　
　
比
例
代
表
立
候
補
予
定
者

自
見
は
な
こ

1
．
ガ
ン
バ
ロ
ー
コ
ー
ル

広
島
県
医
師
連
盟

副
委
員
長

玉
木　

正
治

1
．
閉
会
の
辞

　
　

広
島
県
医
師
連
盟

　
　

副
委
員
長

岩
崎　

泰
政

格
的
に
対
応
す
る
制
度
で
あ
る

「
チ
ャ
イ
ル
ド・デ
ス・レ
ビ
ュ
ー
」

と
い
う
概
念
を
含
む
「
死
因
究
明

等
推
進
基
本
法
」、
厚
生
労
働
省

と
文
部
科
学
省
と
内
閣
府
、
法
務

省
、
警
察
と
い
っ
た
多
く
の
機
関

の
連
携
を
担
う「
こ
ど
も
家
庭
庁
」

の
創
設
な
ど
に
携
わ
っ
た
。
こ
う

し
た
政
策
を
通
じ
、
一
人
ひ
と
り

の
子
ど
も
が
、
す
く
す
く
、
の
び

の
び
、
た
く
ま
し
く
育
っ
て
い
く

よ
う
な
日
本
社
会
を
構
築
し
て

ま
い
り
た
い
。

　

ま
た
、「
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ

ン
の
積
極
的
勧
奨
再
開
」
も
実
現

す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
こ
の
背

景
に
は
、
全
国
の
医
師
の
先
生
方

が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ

ク
チ
ン
を
し
っ
か
り
と
進
め
て

い
た
だ
い
た
こ
と
に
よ
り
、
多
く

の
国
会
議
員
に
「
筋
肉
注
射
で
も

様
々
な
副
反
応
が
起
こ
り
う
る
」

「
予
防
効
果
も
あ
る
」
と
い
っ
た

一
般
的
な
理
解
が
進
み
、
世
論
が

大
き
く
変
わ
っ
た
こ
と
が
き
っ

か
け
と
な
っ
て
い
る
。

　

目
下
、
最
も
緊
張
感
の
高
い

課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る

の
は
、「
医
師
の
働
き
方
改
革
」

で
あ
る
。２
０
２
４
年
に
向
け
て
、

労
働
基
準
法
で
、
罰
則
付
き
の
残

業
時
間
の
規
制
が
始
ま
る
が
、
そ

れ
ま
で
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
病
院
が

ど
の
類
型
に
な
る
か
、
類
型
で
手

挙
げ
を
し
て
い
た
だ
い
た
場
合

に
認
定
を
行
う
と
い
っ
た
様
々

な
実
務
が
時
間
経
過
と
と
も
に

発
生
す
る
。
一
歩
間
違
え
れ
ば
、

大
学
病
院
の
医
師
引
き
上
げ
、
あ

る
い
は
大
学
病
院
へ
の
入
局
者

激
減
と
い
っ
た
、
医
療
界
に
と
っ

て
今
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
の

な
い
激
震
が
走
る
可
能
性
が
あ

る
た
め
、
大
変
な
緊
張
感
を
も
っ

て
臨
ん
で
い
る
。

　
「
医
師
養
成
過
程
の
見
直
し
」
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も
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
私
は
議

員
連
盟
の
事
務
局
を
拝
命
し
て
お

り
、
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
ド
ク
タ
ー

の
法
制
化
を
な
ん
と
か
行
う
こ
と

が
で
き
た
。
臨
床
実
習
は
、
医
学

生
が
実
施
で
き
る
医
行
為
等
を
定

め
た
“
前
川
レ
ポ
ー
ト
”
の
も
と

で
行
わ
れ
て
き
た
が
、
刑
法
上
の

違
法
性
が
阻
却
さ
れ
て
お
ら
ず
、

医
療
実
習
・
病
棟
実
習
が
い
つ
の

間
に
か
形
骸
化
し
て
い
た
。
こ
れ

を
、
法
律
で
刑
法
の
違
法
性
阻
却

事
由
と
す
る
こ
と
が
で
き
た
の

で
、
病
棟
実
習・臨
床
実
習
が
し
っ

か
り
と
し
た
も
の
に
な
り
、
初
期

研
修
と
の
2
＋
2
の
シ
ー
ム
レ
ス

化
が
大
き
く
一
歩
進
ん
で
い
る
。

　

第
4
次
安
倍
再
改
造
内
閣
に

お
い
て
は
厚
生
労
働
大
臣
政
務

官
を
拝
命
し
た
が
、
そ
の
前
後

で
、「
外
国
人
医
療
」
に
も
関

わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
。
外
国

人
観
光
客
に
対
す
る
医
療
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
事
務
局
長

を
拝
命
し
、
医
療
通
訳
等
の

予
算
獲
得
に
加
え
、
医
療
費

未
払
い
歴
の
あ
る
外
国
人
の

入
国
拒
否
も
可
能
と
す
る
入

国
管
理
の
厳
格
化
を
実
現
し

た
。
ま
た
、「
在
留
外
国
人
に

係
る
医
療
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
」で
も
事
務
局
長
を
拝
命
し
、

２
０
１
９
年
に
は
70
年
ぶ
り
に

健
康
保
険
法
を
改
正
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
。
今
ま
で
は
、
一
人

だ
け
で
も
親
族
が
日
本
に
働
き

に
来
て
い
れ
ば
、
三
親
等
ま
で

の
親
族
は
日
本
の
保
険
証
を

使
っ
て
、
様
々
な
手
術
を
皆
保

険
の
中
で
受
け
る
事
が
で
き
て

い
た
が
、
他
国
で
こ
の
よ
う
な

仕
組
み
を
持
っ
て
い
る
国
は
な

い
。
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
お
い

て
見
直
し
が
必
要
で
あ
り
、
健

康
保
険
の
被
扶
養
者
の
新
た
な

要
件
に
、「
日
本
国
内
に
住
所

第
１
号
議
案　

第
26
回
参
議
院

議
員
通
常
選
挙
に
お
け
る
宮
沢

洋
一
氏
の
推
薦
に
つ
い
て

　

本
年
夏
に
執
り
行
わ
れ
る
第

26
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
に

向
け
、
自
由
民
主
党
の
岸
田
文

雄
総
裁
よ
り
、
広
島
県
医
師
連

盟
に
宮
沢
洋
一
氏
の
推
薦
依
頼

が
あ
っ
た
。

　

宮
沢
氏
は
こ
れ
ま
で
も
税
制

の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
国

政
の
場
で
活
躍
さ
れ
て
お
り
、

今
後
の
岸
田
政
権
に
お
い
て
、

ワ
ク
チ
ン
・
治
療
薬
の
普
及
な

ど
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
時
代
に

お
い
て
、
わ
が
国
、
そ
し
て
広

島
県
の
発
展
を
支
え
て
く
だ
さ

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
広
島
県
医

師
連
盟
と
し
て
、
日
本
医
師
連

盟
の
組
織
内
候
補
予
定
者
で
あ

る
自
見
は
な
こ
氏
に
加
え
、
宮

沢
洋
一
氏
を
第
26
回
参
議
院
議

員
通
常
選
挙
に
お
け
る
最
適
任

者
と
認
め
、
推
薦
を
行
う
。

⇒

原
案
通
り
承
認
。

　
（
回
答
者
38
名
中
承
認
38
名
）

第
２
号
議
案　

第
26
回
参
議
院

議
員
通
常
選
挙
に
お
け
る
政
策

協
定
の
締
結
に
つ
い
て

　

広
島
県
医
師
連
盟
と
し
て
第

26
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
に

お
い
て
宮
沢
洋
一
氏
へ
の
推
薦

を
行
う
場
合
、
広
島
県
医
師
連

盟
が
宮
沢
氏
と
締
結
す
る
政
策

協
定
に
つ
い
て
は
、
締
結
の
有

無
な
ら
び
に
協
定
内
容
に
つ
い

て
、
執
行
部
に
一
任
す
る
。

⇒

原
案
通
り
承
認
。

　
（
回
答
者
38
名
中
承
認
38
名
）

第
３
号
議
案　

第
26
回
参
議
院

議
員
通
常
選
挙
に
お
け
る
陣
中

見
舞
い
の
実
施
に
つ
い
て

　

広
島
県
医
師
連
盟
と
し
て
第

26
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
に

お
い
て
宮
沢
洋
一
氏
へ
の
推
薦

を
行
う
場
合
、
陣
中
見
舞
い
を

実
施
す
る
。

　

な
お
、
陣
中
見
舞
い
の
金
額

に
つ
い
て
は
、
当
連
盟
の
財
政

状
況
等
を
総
合
的
に
勘
案
し
て

判
断
す
る
た
め
、
執
行
部
に
一

任
す
る
。

⇒

原
案
通
り
承
認
。

　
（
回
答
者
38
名
中
承
認
38
名
）

を
要
す
る
こ
と
」
を
加
え
た
。

　

そ
し
て
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

プ
リ
ン
セ
ス
号
の
対
応
で
は
、

3
，７
０
０
人
の
生
命
を
お
預

か
り
し
た
。
ひ
と
り
の
関
連
死

も
出
な
か
っ
た
こ
と
は
、
本

当
に
わ
れ
わ
れ
の
悲
願
で
あ

り
、
達
成
し
た
と
き
に
は
安
心

し
た
。
ま
た
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

プ
リ
ン
セ
ス
号
由
来
の
ゲ
ノ
ム

は
、
わ
が
国
で
は
消
失
し
て
お

り
、
水
際
と
し
て
の
大
き
な
役

割
も
果
た
す
こ
と
が
で
き
た
。

し
か
し
、
13
名
の
方
が
お
亡
く

な
り
に
な
り
、
今
で
も
彼
ら
の

こ
と
を
忘
れ
る
こ
と
は
な
い
。

下
船
し
て
か
ら
は
、
国
で
一
元

的
に
色
ん
な
情
報
を
把
握
す
る

仕
組
み
が
な
け
れ
ば
医
療
界
と

連
携
が
で
き
な
い
と
い
う
思
い

か
ら
、
Ｇ

−

Ｍ
Ｉ
Ｓ
と
Ｈ
Ｅ

Ｒ

−

Ｓ
Ｙ
Ｓ
の
仕
組
み
構
築

に
当
た
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
。

ま
た
、
加
藤
勝
信
大
臣
か
ら
、

「
妊
婦
と
子
ど
も
を
守
れ
」
と

い
う
明
確
な
指
示
を
頂
戴
し
、

妊
婦
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
全
額
国

費
負
担
等
、
様
々
な
取
り
組
み

も
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　

脳
卒
中
・
循
環
器
病
対
策
に

つ
い
て
も
、
超
党
派
議
員
連
盟

事
務
局
長
と
し
て
基
本
計
画
の

策
定
に
携
わ
り
、
全
国
の
都
道

府
県
に
協
議
会
が
立
ち
上
が
る

な
ど
大
き
な
進
展
が
あ
っ
た
。

　

こ
う
い
っ
た
お
仕
事
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
の
は
、
ひ
と
え

に
私
が
医
師
連
盟
の
候
補
者
で

あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
多
く
の

国
会
議
員
の
先
生
方
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
の
医
師
会
の
先
生

方
、
医
師
連
盟
の
先
生
方
に
、

本
当
に
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
今
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
対
応
で
、
先
生
方

に
足
を
向
け
て
眠
れ
な
い
。

　

第
26
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

ま
で
、
も
う
残
り
１
０
８
日
間
と

な
っ
た
。
特
に
先
生
方
に
お
か
れ

て
は
、
コ
ロ
ナ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

や
日
常
診
療
を
は
じ
め
、
様
々
な

場
面
で
ご
尽
力
を
賜
る
ば
か
り
の

中
、
こ
う
い
っ
た
貴
重
な
お
時
間

を
い
た
だ
い
て
、
医
師
連
盟
活
動

に
も
ご
尽
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

私
に
残
さ
れ
た
任
期
の
間
、
次
の

改
選
に
向
け
て
、
本
当
に
余
す
と

こ
ろ
な
く
、
全
身
全
霊
で
臨
ん
で

参
り
た
い
。
松
村
委
員
長
を
は
じ

め
と
し
た
先
生
方
の
、「
頑
張
っ
て
」

と
い
う
気
持
ち
に
ひ
た
す
ら
応
え

た
い
と
い
う
思
い
で
あ
る
。

　

ぜ
ひ
、
先
生
方
と
い
っ
し
ょ

に
、
国
民
医
療
を
守
り
、
そ
し

て
私
た
ち
医
師
と
い
う
職
業

を
、
誇
ら
し
い
職
業
と
し
て
次

の
世
代
に
渡
せ
る
よ
う
に
頑

張
っ
て
ま
い
り
た
い
。

第
26
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

広
島
県
選
挙
区
は
宮
沢
洋
一
氏
を
推
薦
！

　
　
広
島
県
医
師
連
盟
執
行
委
員
会
（
書
面
審
議
）

　
　
審
議
期
間   

令
和
4
年
2
月
2
日
㈬
～
2
月
13
日
㈰

令和3年　広島県医師連盟　監査会
広島県医師連盟執行委員会（書面審議）

と　　き　令和 4年 2月28日㈪　19時30分　
と こ ろ　広島県医師会館　 4階401会議室

　広島県医師連盟、自由民主党広島県医療会支部の令和３年決算について
監督者による監査が行われた。事業報告並びに収支報告について説明し、
いずれも正確妥当であることが認められた。


